令和7年度明星小学校経営方針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月1日　校長
　以下のように、本年度の本校の学校像、児童像、教職員像を示します。
1 目指す学校像
1 教育課程を整え、教育目標の達成を全職員で目指す学校 
             A school that achieves its goals.
2 子どもも職員も保護者も、学校の教育活動に幸せを感じられる学校
             A school where everyone feels happy.
3 教育内容や取組に共感し、入学者や勤務者が集まる学校
                 A school where sympathizers of education gather.           
2 目指す子ども像
1 ｢探究する子」               A child with an inquisitive spirit.
＊知識のある子　               * Knowlegeable
＊自ら問いを立てる子           * Inquirers
＊振り返りができる子           * Reflective
　 ②「心みがく子」　　　　　　　 A child with a rich heart.
[bookmark: _Hlk193893015]＊思いやりのある子             * Caring
[bookmark: _Hlk193893046]＊コミュニケーションできる子　 * Communicators 
＊挨拶し心を開く子　　　　　   * Open-ｍinded
　 ③「リーダーシップのある子」　 A child with leadership qualities.
＊挑戦する子　　　　　　　　　 ＊Risk-ｔakers
＊バランスの取れた子　　　　　　＊Baranced
＊熱い思いをもつ子　　　　　　 ＊Principled
　＜一体となった姿＞　いつでも どこでも だれとでも 探究する子
       「Anytime, anywhere, with anyone　e an inquiring child!」
3 目指す教職員像
1 子どもの目線で子どもと対峙し、教材を媒介に真剣勝負の学習指導を行う教師　Mentor
2 常に専門的知識をもとに、教材の中心的な概念に向け探究させようとする教師　Explorer
3 個別の教科の内容の習得に留まらず、上記子ども像へ関連を図ろうとする教師　Connector
4 年齢や年次に応じた能力の発揮を目標達成に繋いで、皆の幸せにつなげる教師　Motivator
5 学年や分掌の仲間の教員と協力し、相談しつつ自律(立)して責任を果たす教師　Collaborator
6 コンプライアンス遵守で、リスク･タイム･マネーマネジメントを発揮する教師　Organizer
7 目指す子ども像で満ちた学校にするため、教育活動の実施をサポートする事務　Supporter
8 私立のよさと厳しさを伝え、各人の幸せ感を増して適切な助言指導する管理職　Advisor
＜一言で表すと＞本校職員は、児童に感動を与え、問いかけ、つながり、励まし、協力し、守り、支え、導きます。
　　「Educators and staff who inspire, inquire, connect, motivate, collaborate, uphold, support, and guide children.」
戦略案Ver.7（R7.4.22）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明星小学校　米持　武彦
Ⅰ　学校の現状と問題点　
1 児童数の減少（R3.4：299人⇒R7.4：225人、4年間で74名減！学校予算も減！）
2 若年層の退職（公立校教員、企業等採用転出、ベテランのスキルのアップデート）
3 私小連教師研修会会場校準備（R8.10の会場校としての本校の特色ある提案内容）
4 文部科学省教育課程特例校指定（正式に、1年からの英語科・探究科新設可能に）
5 教育環境の更なる充実（iPad活用の大型モニター、Wifi、デジタル環境等整備）　

Ⅱ　学校としての課題と解決の方向性
1　明確な学校像の打ち出しによる「行きたくなる学校」へのイメージ拡大
〇「探究する子」「心みがく子」「リーダーシップのある子」を育てる学校に
　〇質の高い探究的な学びを行う教育課程編成と落ち着いた環境で思いやりに満ちた学校作り
　〇交流（授業体験・ミニ講話）する幼稚園・保育園・認定こども園を10園程度に拡充

2　教育課程の中軸に新教科「探究科」「英語科」を置く教育課程特例校スタート
　〇「行きたくなる学校」の中軸として、新教科「探究科」「英語科」を新設
　〇英語科は、1～4年週2時間、5．6年週3時間実施し、学期に「探究英語」の単元実施
〇探究科は、1～2年週3時間、3～4年週4時間、5～6年週3時間実施。領域「コミュニケーション探究」「グローカル探究」「キャリア・マイ探究」の3つで構成。
　〇各教科では、重点単元の構成で、習得、活用の先に、探究場面を位置付ける。
　〇これら、探究のカリキュラムと実践を最先端として、本校らしさをアピールしていく。R8.10の私小連会場校の準備を進め、途中経過報告としてR7.10末にプレ公開を行う。　

3　「探究力を伸ばす授業のDX」と、教員の指導力強化
　〇全教室に65型の大型モニター・電子黒板等の設置による情報共有・分析の加速
　〇デジタル教科書（全学年国語、5，6年算数・英語・社会）、AIドリル（3～6年国語、算数）、電子書籍のYomokka!（読み物）・Sagasokka!（辞典）の導入（3～6年）
　〇iPad個人購入に伴う初期対応、携帯の学校持込に伴う規則徹底対応
　〇地域の専門家や外国人との授業でのリアルな学びを充実し、デジタルの力で支える

4　「作業的校務のDX推進」と、「働き続けたい学校」への待遇等改善
　〇T-コンパス、スマート連絡帳、グーグルドライブ・チャットの活用
　〇紙配付から電子配付によるコスト削減と、フォルダ共有による校務の効率化
　〇学費（授業料、教育施設充実費）及び、学童、課外クラブの内容・費用の見直し
〇教職員の待遇改善と、職員構成（専任・兼務）配分についての法人との協議
